
 

令和４年度全国学力・学習状況調査 新潟市の結果 

 
新潟市教育委員会学校支援課 

【各教科の平均正答率】 

学年 教 科 新潟市 全国(公立) 全国との差 

小
学
校
６
年
生 

国 語 67.8 65.6  +2.2p 

算 数 63.0 63.2 -0.2p 

理 科 65.2 63.3 +1.9p 

中
学
校
３
年
生 

国 語 68.0 69.0 -1.0p 

数 学 51.6 51.4 +0.2p 

理 科 49.4 49.3 +0.1p 

 

 

 

 

○全体概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊小学校国語と理科では全国・県の正答率を約２ポイント上回りました。その他の教科に

関しては、全国と同等もしくは下回りました。 

 

＊実施された各教科の正答数の分布、中央値、標準偏差を見ると、全国と同じ分布を示し

ており、全国の正答状況と同じといえます。 



【各教科の結果概要】 

 各教科について、正答率が全国比を３ポイント以上上回った内容を◎、他の問題と比べて正答率

が低かったり無答が多かったりした内容を△でお示しします。 

（１）小学校国語 

◎文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や文章を整える 

問題番号 新潟市 全国（公立） 

３一 64.5 59.2 

 （問題の具体） 

 

△「あなたならどのように話すか」や「あなたならどのように書くか」のように、自分の感じ

たことや読み取ったことをまとめる 

問題番号 新潟市 全国（公立） 

１四 48.1（無答2.0） 47.7（無答3.0） 

２ニ 69.7（無答10.6） 68.3（無答12.2） 

３二 41.3（無答11.6） 37.7（無答14.5） 

 （問題の具体） 例：問題１四 

 



（２）小学校算数 

◎示された場面において、目的に合った数の処理の仕方を考察する 

問題番号 新潟市 全国（公立） 

１（４） 37.9 34.8 

（問題の具体） 

 

△「最小公倍数を求める」、「分数で表す」、「割合について理解する」など、数量についての知

識・技能を身に付ける 

問題番号 新潟市 全国（公立） 

１（２） 71.9（無答3.4） 72.2（無答3.0） 

２（１） 67.7（無答3.9） 71.1（無答3.9） 

２（３） 18.5（無答0.7） 21.4（無答1.1） 

（問題の具体）例：２（１） 

 

△「未知の数量の求め方と答えを書く」、「正三角形の構成の仕方を考察して書く」など、結論

を導き出すまでの過程を説明する 

問題番号 新潟市 全国（公立） 

２（４） 45.7（無答5.2） 48.0（無答5.5） 

３（４） 67.2（無答8.8） 67.7（無答8.6） 

４（１） 47.3（無答3.0） 48.8（無答3.8） 

 



（問題の具体）例２（４） 

 

（３）小学校理科 

  ◎「器具の名称を答える」、「水は水蒸気になって空気中に含まれている」など、実験の技能を身

に付けたり、自然の事物・現象について理解したりする 

問題番号 新潟市 全国（公立） 

２（１） 78.0（無答6.7） 67.8（無答9.8） 

３（４） 65.3（無答5.2） 62.0（無答6.2） 

 （問題の具体） 例：２（１） 

   

 

 

 

 

 

 

 

△「観察結果を他者の気付きの視点で解釈し、自分の考えをもつ」、「実験結果を解釈して自分の

考えをもつ」など、問題解決過程で考察する 

問題番号 新潟市 全国（公立） 

１（５） 65.4（無答1.2） 65.5（無答1.4） 

３（４） 37.2（無答10.1） 35.1（無答11.2） 

（問題の具体） 例：１（５） 



（４）中学校国語 

◎該当する内容なし 

△自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫して話したり、自分の考えが伝わる文章

になるように、根拠を明確にして書いたりする。 

問題番号 新潟市 全国（公立） 

１三 51.3（無答16.4） 51.8（無答16.2） 

２三 43.6（無答8.7） 46.5（無答9.0） 

（問題の具体） 例：２三 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△表現の技法について理解する。 

問題番号 新潟市 全国（公立） 

３一 49.5（無答0.8） 52.5（無答0.7） 

 

 

 



（問題の具体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）中学校数学 

 ◎与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取る。   

問題番号 新潟市 全国（公立） 

８（１） 49.5 52.5 

 （問題の具体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△「素因数分解」や「連立二元一次方程式」、「変化の割合」に関わる知識・技能を身に付ける。 

問題番号 新潟市 全国（公立） 

１ 52.0（無答14.4） 52.2（無答11.5） 

２ 71.3（無答6.6） 74.5（無答6.1） 

４ 33.9（無答0.5） 37.9（無答0.4） 



 （問題の具体）例：４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△事柄が成り立つ理由や予想した事柄を説明する。 

問題番号 新潟市 全国（公立） 

６（２） 46.7（無答19.7） 48.7（無答20.0） 

６（３） 38.8（無答28.3） 37.6（無答26.2） 

９（２） 12.3（無答39.0） 12.5（無答38.5） 

 

 （問題の具体）例：９（２） 

 

（６）中学校理科 

  ◎気圧に関する知識及び技能を身に付けたり、実験の計画を改善したりできる。 

問題番号 新潟市 全国（公立） 

２（１） 58.2 54.2 

７（２） 57.0 53.4 

  

 

 

 



（問題の具体）例：２（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△「結果や資料等を関連付けて分析し、解釈する」、「探究の方法について検討する」など、問

題解決過程で見通しをもったり、適切に考察したりする。 

問題番号 新潟市 全国（公立） 

２（２） 36.9（無答0.4） 40.8（無答0.3） 

５（３） 42.7（無答31.0） 43.3（無答29.4） 

８（３） 35.9（無答1.5） 39.2（無答1.4） 

 （問題の具体）例：２（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この調査結果をもとに、授業改革の方向性を各学校に「学校支援課だより Support No5」と

して示しました。以下のURLやQRコードからご覧になれます。ご参照ください。 

  

 https://www.city.niigata.lg.jp/kosodate/gakko/gakko_keikaku/support.html 

  


